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この診断は、幼稚園教育活動が幼児の実態や保護者・地域住民の幼稚園教育活動に対するニーズに 

対応しているかどうかについて、幼稚園自らが幼稚園教育計画の達成度を点検し、幼稚園教育改善の 

ための方策を明らかにするために行うものです。 

 

 



※各項目の評価については，A=4,  B=3,  C=2,  D=1として合計して平均値を出したものを示してあり

ます。 

 

 

 

 

         内                容  

 

 

 

 

 

園 

 

の 

 

組 

 

織 

 

と 

 

運 

 

営 

教育目標     

１ 

 

東金市の教育指導目標『生きる力をそなえた幼児の育成』から教育目標

に立てましたが、幼児の実態に合ったもので、具体的に実践しやすいも

のでしたか。 

3.8 

経   営 １ 園務分掌の分担･割り当ては、職員それぞれに適切でしたか。 4.0 

２ 分担された分掌は、適切に処理しましたか。 3.6 

３ 学年運営は円滑に行いましたか。 3.5  

４ 幼児の実態に合った学級経営をしましたか。 3.8 

５ 職員会議では、自由に意見が言えましたか。 4.0 

６ 職員の意見は、園運営に反映されていますか。 4.0 

７ 報告・連絡・相談がしやすい風通しの良い職場ですか。 4.0 

研修・研究 １ 園内研修は適切で、職員の共通理解のもと研究が推進されま 

したか。    

4.0 

２ 研修や研究の成果が日常の保育実践に生かされていますか。 3.8 

３ 研究会･研修会等に参加し、自己研鑽に努めましたか。 3.8 

反省点 

・ 職員間で連携をとりながら、協力して運営できた。 

 

・ 自分の担当のものは意識しておこなえたが、全体へ目

を向けられず、ぎりぎりになってしまうことがあっ

た。 

・ 分担された分掌が期日に間に合わないことがあった。 

 

・ スムーズに仕事が進められず、滞ってしまうことがあ

った。 

改善案 

・それぞれの職員の資質やごとの分担量を把握した上で、分掌

するよう配慮していきたい。 

・締め切り日を設けて見通しをもって進めていく。 

・互いに声をかけあって進捗状況を確認する。 

 

・目につくところにやるべきことを書いたものを置いておくな

どして、忘れないようにしていく。 

・余裕がある時に進めていくべきだった。自分の中で期限をつ

け、見通しをもって進められるようにする。 



         内              容  

 

 

 

 

 

指 

 

 

導 

 

 

の 

 

 

重 

 

 

点 

教育計画 １ 年間指導計画は、幼児の実態や地域性、教育要領の改訂の重点を考慮して作成

しましたか。 
4.0 

２ 週日案は、提出期日を守り見通しをもって作成することができましたか。 
4.0 

３ 園行事等の計画とその運営は適切でしたか。 4.0 

 行事名  行事名  

・始業式・終業式 ４．０ ・入園式・卒園式 4.0 

・誕生会 ３．８ ・園外保育 4.0 

・お楽しみ会 ４．０ ・もちつき会  

・運動会 ４．０ ・生活発表会 4.0 

・フリー参観 ４．０ ・給食参観  

内容、方法 １ 年間指導計画・週日案にもとづいて保育できましたか。 3.7 

２ 園児の興味・関心・意欲を喚起した保育活動の工夫・改善ができましたか。 3.3 

３ 一人一人の発達に応じた課題に対して、教師の配慮や指導が適切にできました

か。 
3.3 

４ 日常の保育において、園児が自信や意欲を高めるような援助をしましたか。 4.0 

５ 発達段階に応じた基本的な生活習慣を身に付ける指導ができましたか。 3.7 

６ 日々の保育の記録を取り、次の指導計画に生かしていますか。 4.0 

７ 特別に支援を必要とする幼児に適切な支援をしていますか。 3.7 

環  境 １ 用具や材料は、ねらいや活動内容に即して準備し配置していますか。 4.0 

２ 他学級との連携を保ちながら、保育の場を設定していますか。 3.8 

３ 幼児の活動に合わせた環境を工夫していますか。 3.7 

４ 幼児が安心して生活できる人間関係づくりに努めましたか。 4.0 

反省点 
・保護者の方への連絡やコミュニケーションが足りていない子

があった。 

・保護者への連絡が十分でなかったなど、対応が遅くなってし

まうことがあった。 

・外国籍の保護者に、日本語や英語が伝わらずに、持ち物や登

園日が伝わりきらない時があった。 

改善案 
・登園、降園時にこまめなコミュニケーションをとってい

く。 

・適宜メモをとるなど、忘れないよう意識する。 

 

・もっと翻訳アプリ等、利用すべきであった。イラストで

示してみるなどの工夫が必要であった。 

・何かが起きた時の報告・連絡・相談がしやすい雰囲気づ

くりと、日ごろからの把握をおこなっていきたい。 

 



 

 

 

 

        内               容  

 安    全 １ 危機管理について、意識の向上に努めていますか。 4.0 

２ 施設設備は、日常的に点検や管理が行われていますか。 4.0 

３ 室内の安全、採光、換気、保温、整理整頓などに配慮し 

ていますか。 

4.0 

４ 事故や問題が起きた場合、上司へ報告し保護者への説明 

や対応は敏速かつ的確に行っていますか。 

3.8 

 

 

 

家 

 

庭 

 

や 

 

地 

 

域 

 

と 

 

の 

 

連 

 

携 

保護者との連携 １ 保護者とコミュニケーションを積極的にとり、保育に生かしていますか。 3.5 

２ 家庭への連絡や降園時の連絡をきめ細かく行っていますか。 3.8 

地域との交流 １ 機会をとらえ、地域の人々に幼稚園に親しんでもらえるように工夫していま

すか。 

4.0 

２ 地域の施設や自然などを保育に取り入れようとしていますか。 3.6 

子育て支援 １ 幼稚園のふれあい広場は、計画や内容を吟味し工夫しながら実施しています

か。 

4.0 

２ 預かり保育の園児の健康状態や連絡事項などについて、講師と密に連絡を取

り合っていますか。 

4.0 

反省点 

・支援を必要とする子が多くいたが、個々の育ちに目を向けて支援

を日々考えることができた。見切れていない部分もあったので、

全体と個をバランスを見て保育できるようにしたい。 

・特別に支援を必要とする子への対応の難しさや、その子にとって

難しいめあてをもってしまう時があった。 

改善案 

・講師の先生と園全体とで共通理解をしていく。 

・支援の必要な子に合った玩具など工夫して作成して

いく。 

・その子に合っためあてなのか、日々の様子などを見

て振り返り、その都度考えるようにする。 


